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毛髪へのアルキルトリメチルアンモニウムクロリドの吸着
○却 慎 粁. 杉厨 胎 （岐牡 ）
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【目的】 前報1) の研究をさ らにす すめ、鎖長の異な る陽イオン界面活性剤の毛 髪への吸

着について研究 した。 ３種類の毛髪（ノーマルヘ アー、パーマヘア ー、漂白ヘアー）に炭

化水素鎖長（ｎ）の異なるアルキルトリメチルア ンモニウムクロリド（n ＝18.16.14.12 ）

を用い吸着量を測定し、吸着パラメーターを求めた。さ らに大型機器による毛髪表面の分

析から吸着機構を推定した。

【方法】 各種濃度（O ～15 ×10-'M ）のアルキルトリメチルアンモニ ウムクロリドSj㎡

と三Ξ髪0.2s を試験管に入れ、30 °C及び■40°Cの恒温槽で一日振騰させ、24 時間後の吸着量かと毛髪0.2g を試験管に入れ、30 °C及び■40°Cの恒温槽で一日振騰させ、24 時間後の吸着量か

ら飽和結合数と結合定数を算出し、結合の熱力学的パラメーターを求めた。 またESCA

（光電子分光分析）、ＦＴ－ＩＲ（赤外線分光分析）により毛髪の表面分析を行い、さら

に電子顕 数鏡で毛髪表面の状態を観察した。

【結果】 毛髪の種類、陽イオン界面活性剤の濃度、炭化水素鎖の長さによって、陽イオ

ン界面活性剤の毛髪への吸着量は異なった。いずれの陽イオン界面活性剤についても吸着

量はノーマノlx、アー、漂白ヘアー、パーマヘアーの順に大きかった。結合定数は炭化水素
鎖長の順に減少した。吸着は毛髪と陽イオン界面活性剤の間の静電力と疎水力によるもの

であった。大型機器を用いて表面分t斤を行った結果、ＥＳＣＡから陽イオン界面活性剤が

毛髪表面に吸着していること、FT-IR から吸着による毛髪のケラチン構造は変化しな

いこと、電顕から毛髪の表面構造と吸着との間には関係があること力明 らかとなった。
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2 Fa-2　　　　アニオン界面活性剤水溶液中における高分子ラテックスのテンセル繊維への

付着性
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【目的】われわれは従来より、粒子汚れモデルとして高分子ラテックスを用い、アニオン

界面活性剤である硫酸ドデシルナトリウム（ＳＤ Ｓ）水溶液中における各種繊維への付着

性について研究してきた。本研究では、テンセル繊維への付着実験を行い、ＳＤ Ｓ濃度の

影響について、木綿繊維、レーヨン繊維と比較しながら考察した。またその表面特性との

関連で付着性について検討した。

【方法】ラテックスはポリスチレン（ＰＳ）ラテックス、スチレン／アクリルアミド共重

合体重合体［Ｐ（St/AAm）］ラテックスをそれぞれ乳化剤不在系で合成したものを用いた。

繊維のこ電位の測定は、流動電位法により行った。付着実験は布をラッテクス分散液に浸

漬し、一定時間振とうした。分散液の吸光度の変化より付着量を求めた。

【結果】繊維のと電位は、測定したいずれのｐＨ においても負値を示した。 SDS を添加

しても繊維のこ電位はほとんど変化しなかった。ラテックスの付着量はpH3 でもっとも

大きく。ついで5. 7、11の順となった。ＰＳラテックスではいずれのPH においてもSDS

を添加すると付着量は減少し、ＳＤ Ｓのcmc    （cmc:6. 2×lQ ‾'mol ・ Amス ィ オン強度5X

10二25 ℃ 直前の濃度で付着は完全に防止された。Ｐ（St/AAm）ラテックスでは、pH3 で

SDS 添加により付着量がいったん減少するものの、ＳＤＳのｃｍｃ直前の濃度で付着量

が再び増加し、cmc 以上の濃度で付着は完全に防止された。

185


